
明治七年役之梗概（「佐賀の役」概要 大正５年） 

  

 

地方課所管の永久文書で、中表紙は和紙に「七年役之梗概」となっています。 

本文は原稿用紙（中学校作文用紙・４００字詰）７２枚、図面（官軍進撃略

図）１枚に毛筆で書かれています。 

 

内容は、明治７年に江藤新平、島義勇らが決起した「佐賀の役」に関する概

要の記録で、 

 

第１項から１３項   

「征韓論」と、佐賀における征韓党・憂国党・中立党それぞれの主張、開

戦に至るまでの東京及び佐賀の情勢。 

 

第１４項から２１項  

 鎮台兵の佐賀城入場とその陣容。征韓党・憂国党の陣容、中立党の動向、

佐賀城の攻防。 

 

第２２項から３３項 

  政府軍の進発と作戦計画。朝日山・江見・田手・三瀬口での戦闘状況か

ら佐賀軍降伏までの両軍の様子。 

 

第３４項から３７項 



  江藤の佐賀脱出及び佐賀兵の捕縛。両軍の被害状況が記載されています

が、裁判等の戦後処理の経過は簡単に触れられているだけです。   

 

 

 本文を詳細に検証しますと原稿用紙欄外に「一角サゲ」等の印刷指示があり、

出版を意識したものと推測できます。また、後年に出版された「佐賀の役」や

「江籐新平」の関連本とも記述の若干の違いが見受けられます。 

 

例えば、本文３項「有志の會合」には 

「明治六年十二月二十三日重なる有志者二十五名佐賀市元町烟
たば

草
こ

屋某方會合

し鳩首凝議する所あり、蓋し此會を以って七年戦役に於ける第一の公會とす。」

となっていますが、園田日吉・著「江藤新平伝」では中町、宮田幸太郎・著「佐

賀の乱」には仲町となっています。また、鹿島桜巷・著「江藤新平」では［元

町烟草屋といふ一旗亭
き て い

（＊注 料理屋・はたごや）に會し］とあります。 

 

当時の地方課が、この原稿を作成した経緯は不明ですが、佐賀県の「佐賀の

役」関係の公文書としては唯一のものです。 

 

 



 
（佐賀県逆動記聞－錦絵 県立博物館蔵） 

 
         


